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箕輪町は、伊那谷の北部に位置し、東西には南北に連なる山々が望め、それらから流れ出す中小河川

の清らかな水はやがて諏訪湖を源流とする天竜川にそそがれ、山紫水明が織り成す美しい郷土でありま

す。人々は、この地の生み出す自然の恵みを求めて、数万年もの太古から暮らし始め、幾年もの時の中

でその時代々に生きた先人達の努力により今日の町の発展へと繋がってきました。町内にはまだ、彼ら

が残した今に伝える多くの文化遺産があります。

箕輪遺跡は、上伊那郡下において唯一確認されている低湿地帯にみられる大農耕遺跡であります。こ

の遺跡が注目されましたのは、昭和26年に始まった大規模な土地改良工事中に、稲作に使われた木製農

具や多量の土器の出土と共に、記録にない水田跡の発見によるものであります。この事実にいち早く着

目した郷土史研究家を中心とした多くの人々により、地道な遺物の採取と調査がなされ、その全貌が明

らかとなり世に知られることとなりました。これは、郷土の歴史解明に一つの光をもたらしたものであ

り、諸先輩方の多大な努力なくしては語ることのできないことであります。

町教育委員会が実施した本遺跡の緊急発掘調査は、昭和55年を皮切りに今回で17次を数えることに

なりました。また、平成12、13年に行われた長野県埋蔵文化財センターのほか、遺跡が広がる南箕輪村

地籍でも同教育委員会による調査が行われています。これまでの調査の積み重ねによって多くの成果を

上げており、徐々に遺跡のなぞが解き明かされつつあります。

調査結果につきましては、本書の中で詳細に記してありますので、本書を広く活用していただければ

幸いと存じます。

今回の遺跡の記録保存事業に関しましては、文化財保護に対します株式会社しまむら様のご理解と多

大なるご協力によるものであり、本書の刊行をもちまして改めて感謝の意を表するものであります。ま

た、各方面でご指導ご助言をいただいた諸機関の方々や、ご協力いただきました地域並びに調査関係者

の皆様に心より感謝申し上げます。

箕輪町教育委員会

教育長　小　林　通　昭
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1本書は、平成17年度に実施した、長野県上伊那郡箕輪町大字三日町893番地1他に所在する、箕輪遺

跡の第17次緊急発掘調査報告書である。

2　遺跡の発掘調査及び整理作業等の記録保存業務は、「株式会社しまむら」より委託を受けて、箕輪

町教育委員会が行った。

3　本書の作成にあたり、作業分担を以下のとおり行った。

遣物の洗浄・注記一大串久子、根橋とし子

遣構図の整理・トレースー大串久子、白鳥弘子、中村孝子、根橋とし子

遺物の実測・拓本・トレースー大串久子、白鳥弘子、向山英人

挿図作成一大串久子、白鳥弘子、根橋とし子

写真撮影・図版作成一赤松　茂、根橋とし子

4　本書の執筆は、赤松　茂、根橋とし子が行った。

5　本書の編集は、赤松　茂、大串久子、白鳥弘子、根橋とし子が行った。

6　出土遣物及び図版類は、すべて箕輪町教育委員会が保管している。

7　調査及び本書の作成にあたり、下記の方々並びに機関からご指導ご協力をいただいた。記して感謝

申し上げる。

個人一市川隆之、内田健一、河西克造、小池喜志子、広田和穂、友松瑞鳳、福島　永

機関一個長野県埋蔵文化財センター、三日町区、南箕輪村教育委員会
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1　挿図

・挿図の縮尺は、各図ごとの右下に表記（スケールを有するものも含む）した。

・遣物実測図は、以下の縮尺に統一した。

木器実測図－1：4　　　金属器・土製品・石器・石果類実測図－1：2

・遺構実測図中におけるスクリーントーン及び記号による表示は、各図ごとに凡例を設けているの

で参照されたい。

2　土層及び遺物観察

・土層及び土製器の色調は、『新版　標準土色帖』を用いて記してある。

・出土木器、金属器、石果類、木器観察表の重量の単位はグラム（g）で表している。法量はすべ

て最大値である。また、現存する数値は「（）」で、「－」は計測不能を表している。木杭の重量

は含水した値を表す。

3　遺物写真図版

・各写真の数字は、挿図における遺物番号を表している。
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第I幸　発掘調査の概要

第1節　調査に至る経過

箕輪遺跡は、縄文時代の終末期に本国にもたらされた稲作による農耕文化が全国に波及し、各地域で

独自の文化圏を形成し始めた弥生時代前期の後半段階に、その初源を探ることができる。しかし、遺跡

からはそれより遥か以前、縄文時代早期からの遺物も多数発見されており、一帯が天竜川の氾濫原であ

るにもかかわらず、古くから人々の暮らしに欠かせない重要なエリアであったことが推測される。特に

中・近世においては、組織的な耕地開発が進められ、幾多の水害をも克服し比較的安定した稲作経営が

なされてきた。それは、時代が変った今日まで代々受け継がれてきた。一帯は、町の発展の歴史に関わ

る最も重要な場所の一つに位置づけられる。

現在は、戦後に行われた耕地整理を経て新たな水田地帯となっているが、ほかの産業の発展と共に人

口増加も進み、宅地化とそれに伴う道路整備も進んできている。時に、遺跡中央を南北に縦走する国道

153号線伊那バイパスが、㈲長野県埋蔵文化財センターによる緊急発掘調査を経て、平成15年秋に三日

町地籍から南箕輪村との境界付近での一部供用開始となった。そしてそれを契機に、宅地化とともに道
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路に接する広大な農地が、商業地として地域内外から注目を浴びることとなった。

今回、南箕輪村塩ノ井に店舗を構える「ファッションセンターしまむら」が新たな事業展開を目指し、

バイパスと町公共下水道終末処理施設「浄水苑」との間の三日町地籍において3，621扉を用地とする、

新店舗の出店計画が進められた。建設用地が本遺跡包蔵地に当たる事から、平成15年より、開発計画の

事業担当部局から具体的な開発計画の提示があり、係る文化財の保護をめぐって町教育委員会との間で

事前協議を重ねてきた。同年12月、長野県教育委員会を交えた保護協議を実施した。その結果、事業主

体者である「株式会社しまむら」より、係る文化財の保護にご理解をいただき、店舗建設工事に先立っ

て発掘調査による記録保存を行うことと合わせて、同社が調査業務を町教育委員会に委託することで合

意に達し、全面的な協力をいただくことになった。

なお、当初は平成16年度に事業実施が計画されたが、同社側からの出店時期変更の申し入れにより再

度協議を行った結果、平成17年4月1日付で委託契約を結び、同11日より業務を開始し平成18年3月17

日の委託業務完了をもって本書の刊行に至った。

第2節　調査概要と体制

1　遺　跡　名

2　所　在　地

3　事業期間

4　事　務　局

教　育　長

生涯学習課長

同文化財係主幹

同副主幹

同副主幹

臨時職員

5　調　査　団

調査団長

調査副団長

調査担当者

調　査　員

調査団員

みのわいせき

箕輪遺跡

長野県上伊那郡箕輪町大字三日町893－1番地他

平成17年4月11日～18年3月17日

（発掘調査　同年4月11日～8月5日）

（整理作業　同年8月6日～18年3月17日）

小林　通昭

平井　克則

赤松　　茂

有賀　一治

柴　　秀毅

中村　孝子（平成17年9月30日まで）

小林　通昭

平井　克則

赤松　　茂

根橋とし子

泉沢徳三郎　大串　　進　大串　久子（整理作業）岡田　和弘　岡田　照子

小川　陽三　小木曽俊一（整理作業）春日　誠子　小松　峰人

白鳥　弘子（整理作業）征矢　三郎　田中　忠男　中村　孝子　藤沢　具明

藤沢達雄　堀　五百治　松崎　仲子　向山　英人　吉川　正剛　山崎　朝男

横内　紀八（※50音順）
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第3節　調査日誌

4月18日（月）調査地にトレンチを4本設定する。

トレンチは東から1～4区とする。

4月20日（水）重機にて表土剥ぎ開始。ハウスとトイレ

を設置し、機材を搬入する。

4月21日（木）発掘調査団の結団式を行い作業を開始。

重機にて1～3区の表土剥ぎを行い、そ

の後手作業にて上面確認。

4月22日（金）4区を重機にて表土剥ぎ。その後、上面確認にて内耳土器・灯明皿・磁器・モモの実等が

出土する。

4月25日（月）1区で砂礫に被覆される畝状整地遺構を確認。遺構確認1両と呼称する。同様の遺構は

国道153号線伊那バイパスの調査でも検出されている。また、部分的に、下部遺構面に伴

う木杭を確認する。（財）県埋蔵文化財センターより調査研究員が視察に訪れる。

4月訪日（火）1～4区の上面確認。畝状遺構に堆積する砂礫を取り除く。

4月27日（水）1・2区の北側の畝状整地遺構を清掃し、写真撮影を行う。4区の上面確認。

4月28日（木）3・4区の北側の畝状整地遺構を清掃し、写真撮影を行う。1区北側の平面測量。西側の

試掘調査区に芋掘りで2本のトレンチを開ける。

5月6日（金）1区の平面測量とレベルの記録作業。2トレンチの上面確認。雨天のため午後は作業を中

止する。

5月9日（月）1区の平面測量を終了。2区の平面測量。4区・2トレンチの上面確認。溝状遺構を確認

する。

5月10日（火）4区の上面確認。1区の溝状遺構を掘り下げ。出土遣物を取り上げる。3区の平面測量。

5月11日（水）1区2面の検出開始。木杭が列状に出始める。第14・15次調査で検出した水路状遺構（以

後「水路」と呼称）の続きと確認。4区までの平面測量終了。

5月12日（木）水路の杭列検出作業継続。

5月13日（金）雨天中止。

5月16日（月）水路の検出作業継続。町教委教育長及び㈲県埋蔵文化財センター調査研究員が現地視察。

5月17日（火）水路の検出作業継続。1区北西部を拡張

し杭列の検出。タイプの異なる杭列を検

出。

5月18日（水）2区の畝状整地遺構を削り、2面の検出

開始。遺構上面を見極めるため、サブト

レンチを開ける。出土した遣物の位置を

記録する。

5月19日（木）　2区の2面の検出作業継続。確認面より

木片を確認。
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5月20日（金）　2・3区の2面の検出作業継続。

サブトレンチを掘削。

5月23日（月）　3区で粘土質シルト層まで掘り下げる。層

直上に近世遣物と中世末遣物が出土。3区

の平面測量。

5月24日（火）　4区北側の掘り下げ。旧水田の耕作面は層

に厚さの差がある。4区南側の平面測量。

試掘調査区2・3トレンチの上面確認。

5月25日（水）　4区の溝状遺構の写真撮影と平面測量。 1トレンチの断面測量と土層記録。3トレンチ

の掘り下げ。

5月26日（木）　2・3区北壁の断面測量。3トレンチの掘り下げ。4～6トレンチを重機にて開け、上面確

認。5トレンチ東では弥生土器が出土。3トレンチで溝状遺構を確認する。

5月27日（金）～6月2日（木）作業休止。

6月3日（金）調査地の空撮。5・6トレンチの上面確認。町文化財保護審議会会長が視察に訪れる。

6月10日（金）箕輪北小学校の児童60名が見学に来る。6トレンチの上面確認作業。

6月13日（月）　2～6トレンチの断面測量と土層観察。1区の掘り下げ。㈲県埋蔵文化財センターより

調査研究員が視察に訪れる。

6月14日（火）

6月15日（水）

6月23日（木）

6月24日（金）

6月25日（土）

6月27日（月）

6月28日（火）

2～6トレンチの写真撮影準備。平面測量を行う。

水路の杭列を測量開始。

2・3区の西壁断面測量。見学会の準備を行う。

見学会準備。2・3区の断面測量を終了。機材整理をする。

現地見学会を開催。30数人が見学に訪れる。

雨天のため室内作業。

水路にサブトレンチを3カ所設定し掘削。

断面測量準備。一部機材撤収。

6月29日（水）雨天のため室内作業。

6月30日（木）水路のサブトレンチ掘削。

6月1日（金）・4日（月）雨天のため室内作業。

7月5日（火）1区の西壁断面測量を終わる。サブトレ

ンチの写真撮影と断面測量。

7月6日（水）1～3トレンチの土層記録。機材を撤収

する。

8月5日（金）埋め戻しを完了し、調査終了。

14－



第Ⅱ章　遺跡の環境

第1節　地形と地質

箕輪遺跡のある箕輪町は、伊那盆地の北部に属している。伊那盆地は一般的に「伊那谷」と呼ばれて

いる。それは次のような理由から来ている。

伊那盆地は、中央・南の両アルプスに囲まれて南北に細長い形をしているが、長野盆地や松本盆地など

と比べると盆地内の扇状地堆積物の厚さが薄く、段丘崖によって山地変換線から盆地中央部の盆地底ま

で階段状の地形をしている。その盆地底から、天竜川両岸の山までは、まさに「伊那谷」というべき独特

の景観をしている。

以前は伊那盆地を作りあげている盆地底まで続く階段状の地形は、天竜川によって造られた河岸段丘

と考えられていたが、現在では地形の研究が進み、河岸段丘ばかりではなく、活断層の影響で盆地の中

央部まで階段状の段丘崖が続いている構造盆地であることがわかってきた。

上空より遺跡地を望む（1：5，000　平成12年掘影）
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伊那盆地の盆地内部には伊那谷中央断層と呼ばれる断層があり、中央低地帯と呼ばれる盆地底を形成

している。天竜川はこの中央低地帯を流下していて沖積低地を作っている。箕輪町を含む上伊那北部で

は、天竜川本来の段丘はこの中央低地帯に沿って形成されていて、最低位段丘には天竜川によって運搬

されたとみられる円礫層が載っている。この面は2万年前の最終氷期最寒冷期の氾濫面に相当すると考

えられる。

天竜川の東は「竜東」と呼ばれ、西は「竜西」と呼ばれているが、箕輪町は天竜川によって竜東と竜

西にほぼ二分された形になっている。どちらの地域も伊那谷の他地域と同じような地形を形成している

が、竜東と竜西では地形の出来かたが違っている。

竜東では低山性の丘陵が天竜川近くまで迫り、支流による小規模な扇状地が形成されているため、比

較的変化に富んだ地形をしている。

一方の竜西では扇状地が重なり合い、合成扇状地を形成しているため、広く平坦な地形が続いている。

箕輪町の竜西では帯無、深沢、桑沢の各河川があるが、この流域には離水年代の異なる扇状地が連続的

に重なり合っている。また、1万2千年以降には、主に支流が天竜川に合流するような場所に、「クロボ

ク」と呼ばれる黒色腐食土層の中に広域テフラである鬼界アカホヤテフラを含んだ最新の地形面が作り

出されている。

このような中にあって箕輪遺跡は竜西に属しているが、合成扇状地上ではなく天竜川による沖積低地

に立地している。

この沖積低地にある箕輪遺跡は隣接している南箕輪村まで続くおよそ100ヘクタールの大遺跡として

捉えられているが、遺跡の地形は天竜川の自然堤防によって、自然堤防上の微高地、自然堤防内側の氾

濫原、自然堤防外側の後背湿地とに分けることができる。

自然堤防上の微高地は集落として、自然堤防の内側および後背湿地は水田として利用されていたと考

えられる。

また、遺跡地一帯は、段丘下や遺跡内から湧く清水や小河川によって水が大変豊富であり、昭和27年

の土地改良事業が行われるまでは、天竜川近くは広くアシ原が形成されていたといわれている0事実、

今回の発掘調査地においても現地表面から深さ2mほどの下に、アシとみられる植物遺体が圧縮された

状態で見つかっている。

今回の調査地は、自然堤防内側の氾濫原に立地しているが、遺跡近くに「ふる川」と呼ばれる天竜川

の旧河道が推定されている。遣跡地の堆積土層は、沼地化によるシル上層と天竜川によるものと思われ

る砂礫層が重なり合っているのが観察できる。場所によっては何層にも重なり合っていて、「暴れ天竜」

と呼ばれた天竜川の氾濫のすごさを物語っている。

現在遣跡地は土地改良によって、均一的に平坦な地形が広がっているに過ぎないが、「曽根田（ソネ

＝長く低く続く嶺）」、「穴田」などと呼ばれる小字名や発掘調査地内の土層観察により、もっと起伏に

富んだ地形をしていたことがわかる。

いずれにせよ、上伊那を含めた伊那盆地の地形・地質の研究は進んできているが、箕輪町内において

今日まで広域的な地質調査や地形研究が行われた例はあまり無く、まだ未解明の部分が多いのが事実で

ある。特に地質調査においては、埋蔵文化財調査や公共工事をはじめとした各建設工事のさいに行われ

るボーリング調査によって一端をうかがえるだけで、また、それら全部を把握出来ていないのが現状で
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あり、箕輪遺跡についてもその例に漏れない。

遺跡調査地は、国道153号線のバイパス建設にともない、大型店舗の出店など遺跡地内の開発がさらに

加速するのは容易に推測できる。遺跡内容の解明のためにも、遺跡地の地形および地質に対する研究も

進めていかなくてはいけないだろう。それには箕輪遺跡を含めた箕輪町内の広域的な調査が望まれるも

のであり、断片的に行われている各調査の調査結果を取りまとめるためにも関係機関との連携が不可欠

である。

第2節　歴史環境

箕輪町は、東西の複合扇状地を流れる中小河川や段丘下の湧水など豊かな水源に恵まれ、先史より人

が暮らしやすい格好の場が多い。また、町内には先人たちが残した足跡ともいうべき多くの遺跡が散在

し、現在のところ包蔵地182箇所、古墳27基、城跡13箇所を確認し、上伊那郡下においても屈指の遺跡

地帯として知られている。

箕輪遺跡は昭和27年より3年間に亘り行われた土地改良事業によってその存在が確認された。土地改

良事業中ということもあり、発掘調査の実施までには至らなかったが、その状況は箕輪史研究会によっ

て克明に記録され、多くの出土遺物は地元郷土史家によって採取されている。今日、本遺跡の存在はそ

のほか、多くの研究者の着実な努力なくしては語れないところである。

遺跡地は大清水・小清水・苦谷・馬場・御室田・鍛冶屋垣外・城安寺・穴田・渋田・曾根田・久保下

等の多くの小字によって区分される。出土遣物は縄文中・後・晩期土器をはじめ、弥生土器、土師器、

須恵器、灰粕陶器、中・近世陶磁器まで時代の幅が見られる。また、田舟、田下駄、木製鍬・鋤などの

農耕具の他、矢板や数万本に達すると思われる木杭が出土しており、水田経営を裏付けるものと言えよ

う。さらに注目されるのは、大清水地籍から出土した木製人形・馬形・木串や御室田地籍より多量に出

土した高杯を中心とする弥生土器、土師器などで、水田経営に関係するであろう祭祀的遺構の存在が明

らかに予測された。

以後の調査状況は、30年後の昭和55～57年に亘って、国道153号線箕輪バイパス工事に伴う発掘調査が

実施された。特に昭和57年における第3次調査では、水田址とそれに伴う道路を確認することができた。

水田は方形で、木杭を打ち込んで畦畔を造っており、水田の出入口と思われる施設の存在も確認された。

また、昭和58年には、南箕輪村との境にある田中城跡の発掘調査を行ったが構築規模を想定できるよう

な遺構の存在は確認されなかった。平成2年には、木下区公民館建設に伴う発掘調査が国道バイパス153

号線隣接地の大清水地籍において行われた。過去において多くの土器類、木製人形・馬形・木串が出土し

た箇所ではあったが、土層堆積状況から見ると低位段丘下であるため、全般的に天竜川の洪水等の繰り

返しによる比較的不安定な土地条件であり、遣物および遺構の検出はなかった。また同年、公共下水道

事業終末処理場建設に先立つ城安寺地籍の発掘調査では、木杭列を伴う水田遺構の検出と現堤防の築か

れる以前の天竜川に隣接する一帯における稲作の実態が確認された。また、その下部の水田面からは、

古墳時代後期の壷を伴う水路状遺構も検出している。

平成4年には、遺跡で一番南に位置する南箕輪村田中地籍において、約7，000I正にも及ぶ面積の発掘が

行われ、南北約80mに亘り5，000本もの杭が打ち込まれている水路状遺構や暗渠施設などが検出された。

平成4・5年に行われた主要地方道伊那辰野（停）線と、国道バイパス153号線とを結ぶ「県道美第一箕輪
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第2図　周辺遺跡分布図（1：20，000）

バイパス建設工事」に伴う発掘調査では、自然堤防によって分離された後背湿地帯において、およそ

2，000本もの杭を要した水路状遺構が検出されており、中・近世の水田経営の実態が明らかになった0

平成12～15年には県埋蔵文化財センターに依頼して国道153号線バイパスの発振調査が行われた0調

査の結果、①これまで箕輪遺跡内に存在が想定されながらも具体的な場所が確認できなかった集落遺構

を具体的に明らかにし、弥生中期後半、後期初頭、古墳時代後期の3時期の住居址を検出した。②箕輪

遺跡内では古墳時代には河道跡低地を中心に水田化されていたが、河道跡が埋没するに従って、微細な

凹凸地形の高低差が減少し、水田域も広がってくることが明らかになった。③古墳時代の水田跡の木芯

畦跡はこれまで長野県内で発見されている水田址と同じ構造であることも確認された。このように着実

に箕輪遺跡の調査が進んできてはいるものの課題も多く、今後の調査に期待していきたい。

次に、本遺跡の周辺遺跡についてであるが、西方の段丘上に連なる遺跡群と、北方の段丘下扇状地上

に所在する遺跡群がみられる。発掘例を中心に、これらを概観してみる。まず前者についてであるが、

北より上の林（糾）、北城（85）、南城（駈）、猿楽（87）と続き、過去に発掘調査が行われ、縄文、弥生、平
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第1表　周辺遺跡一覧表

遺 跡

番 号
遺 跡 名 所 在 地

時　 ‾代
立　 地 地　 目 備　　 考

旧 縄 弥 古 奈 平 中 近

98 真義 木下 ・三 日町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 平地 宅地 ・畑 昭和55～57、平成2・4 ・5・8・12・14・15年調査

2 1 9 田中城 三 日町 ○ 平地 田 昭58調査　　 町史跡

84 うえ　　　　はやし上の林 木下 ○ ○ ○ 段丘突端 宅地 昭5 5～57 ・60、 平2 ・4 調査

8 5 きた　じょう北城 〝 ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地 昭4 7調査　 城跡含 む

8 6 みなみじよう南 城 〝 ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地 ・畑 ・田 昭5 2調査

2 1 1 みの　わ　じょう箕輪 城 〃 ○ 段丘突端 墓地 ・林 町史跡

8 7 さる　がく猿楽 〝 ○ ○ 段丘突端 宅地 ・畑 昭4 9調査

8 8 ほう　れん　じ鳳輩路 〝 ○ ○ 段丘突端 宅地 ・畑

8 9 てん　のう天王 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地 ・畑

9 0 にL　がい　と西垣外 〃 ○ ○ ○ 扇央 宅地 ・畑

9 1 しぼ　みや芝官 〃 ○ 扇央 宅地 ・畑

92 かみ　まち上町 〝 ○ ○ 扇央 宅地

93 なか　まち中町 〝 ○ ○ ○ 扇央 宅地

94 Lも　まち下町 〃 ○ ○ 扇央 宅地

95 に　がや苦谷 〝 ○ ○ ○ ○ 扇端 宅地 ・畑

96 か　　じ　　や　がい　と鍛冶屋垣外 〝 ○ ○ ○ 扇端 宅地 ・畑

97 貞義
〝 ○ ○ ○ ○ ○ 扇端 宅地 ・畑

192 木下古墳 木下 ○ 段丘下 宅地

154 さかがしら坂頭 三 日町 ○ ○ ○ ○ ○ 扇頂 畑

155 み　　さ　やま御射 山 〝 ○ ○ ○ ○ 扇央 畑 昭54 調査

15 6 いま　まち今町 〝 ○ ○ ○ 台地 畑

157 二位殿坂 〃 ○ ○ ○ 台地 畑

158 上棚馬場 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 台地 宅地 ・畑

159 澄心寺下 〝 ○ ○ ○ ○ 扇頂～央 田 昭55 調査

16 0 おお　ひら　いで大平出 〝 ○ ○ 扇頂～央 畑 ・田

161 小学校庭 〝 ○ 平 地 宅地

2 05 天王塚古墳 〃 ○ 扇央 畑 昭57 調査

2 0 6 さま　こ　ふんお じょろ様古墳 〝 ○ 扇 央 畑

163 LL　がき鹿垣 福与 ○ ○ ○ ○ 台地 宅地 ・畑

164 鹿垣南 〝 ○ 扇頂 ～央 宅地 ・畑 ・田

165 ふく　　よ　じょう福 与城 〃 ○ ○ ○ ○ 段 丘突 端 畑 ・史跡公園 県史跡、城跡含む

166 福 与城東 〃 ○ ○ ○ ○ 扇央 ～端 宅地 ・畑

167 はん　　　　　き判 の木 〝 ○ ○ ○ ○ 扇央 ～端 宅地 ・畑

168 福 与中村 〝 ○ ○ ○ 扇頂 宅地 ・畑

169 きつねがい　と狐 垣外 〃 ○ ○ ○ ○ ○ 扇頂 畑

170 に　ほん　まつ
二本松 〃 ○ ○ 段丘突端 宅 地 ・畑 円海塚含む

1 71 はん　　　　　き　みなみ判 の木 南 〝 ○ ○ ○ ○ 扇央 畑 ・田

17 2 きた　がい　と北垣外 〝 ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅 地 ・畑

17 3 元 の呆 〝 ○ ○ ○ 段丘突端 宅 地 ・畑

174 くろ　つ　ばら黒津原 〃 ○ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 畑

17 5 じよう　きん上 金 〝 ○ ○ ○ 段丘突端 畑 昭61調査

17 6 や　　た　じり矢 田尻 〝 ○ ○ ○ 段丘突端 畑

177 兵 員
〝 ○ ○ ○ 段丘突端 畑

178 王 の品 〝 ○ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 畑

179 ふく　はら福原 〝 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 扇央 宅地 ・畑 昭52調査

18 0 福与大原 〝 ○ ○ ○ ○ ○ 扇央 宅地 ・畑 昭53調査

18 1 ごう　さわ郷沢 〝 ○ ○ ○ ○ 扇頂～央 宅地 ・畑 平 3調査

18 2 いし　ぼとけ
石仏 〝 ○ ○ ○ ○ 扇頂 宅地 ・畑

208 大塚古墳 〝 ○ 扇］頁 畑 r

安時代の集落址の一端を探ることができた。特に、北城遺跡からは、17件に及ぶ弥生時代後期の住居址

群を確認し、段丘下に広がる水田経営が行われた箕輪遺跡との関連性を大いに伺うことができた。次に

後者についてであるが、段丘下には帯無川の押出しにより形成された扇状地が広がり、中でも扇央部に

位置する柴官（91）、上町（92）、中町（93）、下町（似）、渋谷（95）と続き、扇端部の鍛冶屋垣外（％）

遺跡では古墳後期の須恵器の瓶を主する祭祀関連遺物がセットで出土している。

以上、本遺跡とそれを取り巻く遺跡について概観してきたが、今まで疑問視されてきた生産地と集落と

いう関係が解明されてきたことは、箕輪町の歴史を見つめていく上で重要な折り返し点になるであろう。
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第Ⅲ章　調査結果

第1節　調査の方法と結果概要

今回の調査は、「ファッションセンターしまむら」の店舗建設に伴うもので、敷地総面積3，621Iがの範

囲において主に店舗延べ床面積1，371戒がその対象であった。事前に確認した建物の基礎部は、南北方

向におよそ都mに3～4ヶ所、東西方向におよそ31mに4カ所設けられ、基礎底面は予測される遺構の

破壊が余儀なくされるため、当該個所を重点に調査による記録保存を実施することとし、基礎工事によ

る掘削がされない残地は、現況を変えずにむしろ盛土が施されるので、むしろ遺構保護のため調査対象

から除外した。

調査区の設定は、本遺跡が水田址を主とする特異な性格であるので、基礎部をピンポイント的に調査

することはかえって困難であると判断し、南北方向におよそ10m間隔に2m幅でトレンチ状の調査区

4カ所を設定し、東側から1～4区とした。また、4区の西側に隣接して、土層堆積状況を確認するト

レンチを設けた。

遺構の検出作業は、まず重機によるトレンチ掘削と各区の表土剥ぎ、手作業による遺構上面確認作業、

区

第3図　調査区設定図（1：2，500）
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各検出遺構の掘り、土層堆積状況・検出遺構平面等の測量及び写真撮影による記録作業、遣物の取り上げ

の手順で行った。また、ベンチマークⅩは、調査地と町道503号線との境界柱に設定し、測量による記録

作業の標高を割り出した。

なお、敷地の西方部の駐車場用地については、現況の地盤を変えずに仮舗装を施すた臥記録保存の

対象から除外したが、部分的な雨水廃水柵や看板設置個所を中心に、4本のトレンチ設定による遺構内

容確認調査を実施している。

調査の結果、今回検出された遺構は以下のとおりである。

・耕作関連遺構一各区1面（近世～近代）

・溝状遺構－4区1両（近世～近代）

・水田址及び水路状遺構、竪穴状遺構－2面（中世末～近世初頭）

第4図　調査区・トレンチ設定図

第2節　土層堆積状況

ここでは昭和29年に調整された事業以前の地形を手がかりにしながら、町教育委員会が過去に実施し

てきた調査結果を踏まえ、特に隣接地に当る第14・15次調査と、㈲長野県埋蔵文化財センターが実施し

－11一



た国道153号線伊那バイパス関連調査の結果を参考に、本調査地の堆積土層の観察とその把握を行った。

調査地はそれまで水田耕作が成されていた地域である。先ず1トレンチを掘削して、土層堆積状況を

観察し、1～4区までの掘り下げの目安とした。

第I層：現水田の耕土であり暗褐色を呈し、12から20cmの堆積状況が調査区全域で確認された。

第Ⅱ層：Ⅲ層を溝状に削り取り、径0．1～1．0cmの砂礫を埋め土している耕地整理時の整地土の可能性が

高い、人為的堆積土層である。Ⅱ層は調査区北の水田域のみの確認で、南の水田域は高まり地形であり、

現水田耕作土直下は僅かにⅣ層が残るものの砂礫層となる。

第Ⅲ層：暗褐色シルト層であり、粘性が強く木片が含まれていた。遺構確認層1面に当る。

第Ⅳ層：Ⅲ層と同じ黒褐色シルト層であり、粘性が強く砂を10％、木片を多く含む。Ⅲ層とⅣ層は堆積

状況には大きな変化はないがⅣ層は水路状遺構の検出面である。またⅣ層は、4区から1区で出土して

いる水路状遺構に向かって傾斜しており、4区では15cm前後の堆積と厚く、1区では8cm前後で2号水路

状遺構に削られて消滅しているところもある。

遺構確認層2面に当る。

第Ⅴ層：灰黄褐色粘土層で、砂を20％含む。

第Ⅵ層：褐灰色で砂礫層である。

試掘調査地の2～6トレンチは6層に分層した。1層は暗褐色を呈する畑の耕作土である。2・3層は

黒褐色で粘りのあるシルト層であり、礫を含まない2層と礫を10％含む3層に分層したが、何れも耕地

整理以前の水田層と捉えた。4層は灰褐色シルト層で、粗砂を10％、酸化鉄をまばらに含み、やはり耕地

整理以前の水田層である。5層は砂質シルト層、6層は礫層で基盤層と捉えた。

1トレンチ土層堆積状況
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第Ⅳ章　遺構と遣物

第1節　検出遺構

今回検出した遺構は、すべて水田遺構に関わるもので、各区第Ⅲ層と第Ⅳ層にそれを確認した。また、

第V層については、水田耕土層としての疑いの下、部分的に遺構検出に努めたが、明確なものは4区北

部に検出した竪穴状遺構のみで、他の状況は不明であった。

11面の遺構（第6・7図）

①耕作関連遺構（第7図）

位置：1～4区の北部に検出する。南部は、当初より存在しなかったものか、または、耕地整理の段階

で削平されたかは不明。

土層（第5図）：各区第Ⅲ層検出面が本遺構の確認面である。しかし、遺構の構築が3・4区では、第

Ⅳ層まで達していた。また3・4区においては、上部を暗褐色ないし黄褐色の、しまりの弱い砂礫層に

覆われ、また1・2区では、3層と類似する土質の中に5～10cm大の礫を主体に、人頭大に及ぶ礫も混

入する礫土層に覆われていた。洪水の流入に見られるような、自然堆積による粗砂・細砂はなく、人為

的な砂礫の埋め込みと判断した。

形状・規模・構造：1．5～1．8m間隔で、N－650　－Eのほぼ一定方向に、断面「かまぼこ」ないし「三

角形」の畝が並列する形状を呈し、並列する土手を直行する畝も部分的に確認している。畝は、高いも

ので10cm、低いもので微かな高まりらしき変化を観察できるものを記録し、図化した。畝間の底地面は、

水田遺構の検出時によく見られる踏込み痕を思わせる凹凸が認められた。凹凸は、砂礫が覆う第3・4

区において顕著に見られ、凹部に礫が入り込む個所も多数確認できたことから、耕作痕の可能性は薄い

と思われる。なお、同様の特徴を示す遺構としては、長野県埋蔵文化財センターが実施した、国道153号

線伊那バイパス建設に先立つ同遺跡の調査において、I区SX102とⅢ区SXlOlがそれにあたり、耕地

の整地等に関わる痕跡として捉えた。

遺物：土師器・須恵器、灰粕陶器の他、内耳土器、瀬戸美濃系灰粕碗などの土器類や、刀子、桶底と思

われる木器（62）などが出土しているが、いずれも被覆する砂礫内の混入物である。

時期：本遺構は、近世以降に比定できようが、戦後の耕地区画整理事業における構築遺構である可能性

も大いに考えられる。

②溝状遺構（第7図）

位置：4区南部で検出した8条（1～8号）の溝状遺構である。

土層：4区南部においては、現水田耕土層（I層）直下に第V層が堆積し、その上面確認段階で遺構は

検出された。覆土は、締りが弱いI層と類似する礫土層であるが、底面部分で粗砂の自然堆積を確認で

きるものもあった。

形状・規模・構造：0．5～1．2m幅で、0．5～0．8m間隔にN－700　－E方向で並列する不整形なものであ

る。20～数cmの深さと浅く、底面は第Ⅵ層まで達するものもある。耕地区画整理段階で削平されたと判

断した。後述する2トレンチ検出の溝状遺構とその特徴が類似するものである。遺構の性格は、水路的

な要素は乏しく、耕作痕的なものであろうか。

遺物：土師器、灰粕陶器、瀬戸美濃系灰粕碗、モモ核等が覆土から僅かに出土している。

時期：本遺構は、近世以降で耕地区画整理以前の所産であろう。
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第6図　1面遺構検出状況全体図
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1区1面全景

2区1面耕作関連遺構

2区1面全景

4区溝状遺構全景
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1区1両（別図1）

、

3区1面（別図2）
E′　　　　　　　C

、　－

E′　　　　　　　C665．00m

凡　例

●　土器類

▲　石黒類

鵜　木　器

○　金属器

△　石　器
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第7図1両溝状遺構・耕作関連遺構実測図



2　2面の遺構（第8・9図）

①1号水路状遺構（第9図）

位置：1区に位置し、調査区を北端部から南方へ縦走する状況で検出する。

土層：水田耕作土として捉えた第Ⅳ層に付随する遺構であり、本層検出面が遺構確認面である。遺構は、

その上部に重なる2号水路状遺構によって浸食を受け、その堆積層に当る黒褐色の粗砂・小礫層（a層）

に覆われていたが、部分的に第Ⅲ層にも覆われる。遺構の流路内部には、2号水路底面層に当る黒褐色

シル上層（b層）と、暗褐色砂礫層（C層）が堆積する。また、C層及び第Ⅳ層直下には、C層と区分

けしにくい灰黄褐色砂礫層（d層）を確認した。これは、第Ⅳ層が堆積する以前の水路、または小河川

であると判断した。

形状・規模・構造：検出した遺構の全長は、直線距離で21．5mを測る。流路方向は、地形の傾斜状況か

ら、蛇行しながら北方から南方に向かう。蛇行は、調査区の北端部からN－1760　－W方向におよそ5．0

mの個所で西方に緩やかにカーブし、曲がり切った出口からN－1460　－W方向へおよそ6．0m進み、更

に東方へ緩やかにカーブしながらN－1750　－E方向へ5．5m進んで調査区外に埋没する。遺構は、木

杭を多用して密に打設した2条の杭帯を構築し、水路の袖が構成される。その両袖の間が流路部に当る。

全体幅は1．1～1．5m、袖幅は亜～60cmを測る。袖の杭は、1．OIが当り露出したもので150～250本余り、内

部に埋没するものを含めるとおよそ亜0本前後になるであろう。杭は、サワラの割り材が用いられ、僅か

であるが表面を炭化させたものや、枝材も見られる。その形状と寸法、先端の加工方法の特徴は一定の

共通性を持つ。サワラの割り材を多用した遺構の構成は、過去に実施した発掘調査で最も多く確認した

事例と共通している。杭の打ち込みの特徴としては、袖の外側はほぼ垂直に打ち込み、流路面に接する

内側では内から外に斜方向に角度を付けて打ち込んでいる。その断面からは「ハ」の字状を呈している

ことが観察された。露出する杭の基部は、磨耗し丸みを帯びたものがほとんどで、流水の作用とそれに

よって運搬された土砂との接触で侵食を受けたものと考えられる。その状況は、各袖の内側で路面に接

するものほど顕著に表れていた。杭を多用して水路の袖を構築する目的としては、杭を密集させて打ち

込むことで軟弱な地盤の強化を図って、水路幅を保ち、流路を安定させるためであると捉えてきたが、

杭の基部が路面に露出していることを考慮すると、密集する露出した杭の集合体（杭帯）が水路の護岸

そのものである可能性を示唆したい。

遺物：遺構を構成する木杭が主な遺物である。水田耕土からは、土師器、灰紬陶器、内耳土器、瀬戸美

濃系灰粕の碗や皿、鉄粕天日、錆粕捨鉢等、銭貨、煙管等の金属器、モモ核が出土している。また、流

路内に堆積するb・C層を部分的に掘削して遺物の採取に努めたが、成果は得られなかった。

時期：本遺構は、中世末から近世初期頃の所産と推察する。

②2号水路状遺構（第9図）

位置：1区に位置し、1号水路状遺構を切り、その南部で第Ⅳ層を侵食し検出する。

土層：第Ⅳ層確認面で検出する。遺構内にはa層が堆積し、部分的に2層に分層される。

形状・規模・構造：検出距離は8．0m余りで、幅は1号水路状遺構と接しているため特定できない。深

さは、15cm前後と浅い。進行方向は1号水路状遺構とほぼ一致し、N－1750　－Eを計測する。遺構の西

線は緩やかな段差を有し、底面はほぼ平坦。底面に打設した木杭が朽ちて消滅した小穴痕が列状に確認

される。かろうじて消滅しない杭は、第Ⅲ層内で検出し、1号水路状遺構の袖を切るものがそれに相当

－19－



第8図　2面遺構検出状況全体図
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するものと確認した。杭は、クリやマツの他、樹種を特定できない広葉樹の枝材などで、ほぼ垂直に間

隔を置いた列を意識して打設される。

遺物：モモ核が数点出土したが、その他は特に出土していない。

時期：本遺構は、近世以降の所産と推察するが、時期の特定はできない。

③1号竪穴状遺構（第10図）

位置：4区北部に位置する。

土層：第Ⅳ層を削平し、第V層確認面で本層の段部を確認し、

遺構として捉えた。

形状・規模・構造：東西1．9m、南北8．0mの範囲で確認し、

西方から東方へ10cm弱の比高を示す緩やかな段部が形成さ

れる。段部の側線は不整形ながらもN－1700　－W方向を示

す。水田の区画に関わる段であるか、また別の性格をもつ遺

構であるか不明である。

遺物：遣物は出土していない。

時期：中世末から近世初期頃以前の所産であろうが、時期の

特定に至っていない。

0　　　　　　　1m

i　（1：60）l

第10図　1号竪穴状遺構平面図、土層断面図

第2節　試掘調査結果（第4、11図）

調査地を南北に連なる現用水路の西側駐車場用地において、構造物予定個所を主に遺構の有無と内容

確認のため、5本のトレンチを設定し試掘を行った。

その結果、砂礫層まで30～亜cmの深さで5分層された。2・4トレンチの第5層を基盤とする2条の

並列する溝状遺構が検出したが、地表より20cmと浅く、遺構の上部は削平されている可能性が高いと判

断した。遺構は、バイパス関連の発掘調査で検出した住居址（SBlOl）を切って構築される、2条の構

状遺構（第10、11号）で、耕作痕として捉えたSDlO3・1根の東方に継続するものである。また、この他

には遺構は確認されなかった。

遣物としては、遺構が確認された2・4トレンチで、近世以後の陶器・磁器片が数点、5トレンチ東

部第4層から、弥生時代後期の土器片数点が出土している。
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第11図　試掘調査遺構平面図、トレンチ土層断面図
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第3節　遣物

1　土器類（写真図版1、2）

遣物は、遺構確認層1両と2面の検出段階と、2両の削平段階で出土したものを、層位的に記録し取

り上げを行ったが、特に土器類に至っては、出土総数190点余りであったが、器種・器形の判別しがた

い小破片での遺存状態であるため、図化することができなかった。よって本報告では、主なものについ

ては写真図版による紹介と、記述による概要説明としたい。

縄文土器：遺存状態が悪く、文様等で時期を特定できなかったが、胎土・焼成の特徴で3点のみ縄文土

器と判別した。

弥生土器：明らかに弥生土器と判別できたものは、5トレンチ東部4層内から一括で出土した9点のみ

で、すべて後期の所産である（1～3）。

土師器・須恵器・灰軸陶器：土師器（4～5）は、後述の土師器系土器と異なるもので21点出土したが、

古墳時代所産は餐・坪等、平安時代所産は内黒の坪等がある。須恵器（9～12）は11点出土しており、

平安時代所産の杯以外は饗等の器種と思われ時期の特定は不明。灰粕陶器（13～19）は、皿、碗、壷で

7点のみが出土。量的には少ないが、各層から満遍なく出土しており、特に平安時代所産物に至っては、

ほぼ9世紀代にまとまりを見せている。

土師器系土器・陶器・磁器：土師器系土器は出土総数34点の内、31点が内耳鍋（20～25）、3点はカワ

ラケ（26・27）であり、主に第Ⅳ層からの出土が多い。陶器は出土総数43点で、器種及び産地が判別

しがたい30点余りは第Ⅲ層までに集中して出土しており、近世以降の所産物と判断した。鉄粕天目茶

碗・碗（28～30）、瀬戸美濃系の灰粕皿・碗（35～50）は、17世紀代及びその前後所産物で主に第Ⅳ

層からの出土が目立つ。18世紀代及びそれ以降では、錆粕揺鉢（31～34）、鉄粕灯明皿・碗等（51～

59）、灰粕丸碗等がある。磁器は、3点のみ中国輸入青磁片と、近世以降の染付け等42点が出土してい

るが、第Ⅲ層までに出土がまとまる。

2　土製品・石器（第12図、写真図版3）

土製晶は、土錘1点が2区Ⅳ層内より出土した。仲町遺跡検出の平安時代竪穴住居址より類似品がみ

られる。石器は、図化した頁岩製の砥石1点のみが2区第Ⅲ層内より確認。他は、黒耀石片が数点各層

より確認した。

3　金属器（第12図、写真図版3）

銭貨が2点（1・2）、煙管は、竹製ラウが残

る、脂返しが湾曲する雁首と肩付吸口をもつもの

（3）、肩付吸口のみ2点（4・5）が、第、層中

より出土。第Ⅳ層中より刀子1点（6）が出土し

ている。煙管は、17世紀代の所産と考える。

4　石果類（第12図、写真図版3）

第Ⅲ・Ⅳ層中より、食生活や祭司に関わる植物

遺体として、モモ核50点余り（1～19）、オニグ

ルミ核1点（20）が出土している。 煙管出土状況
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第12図　出土金属器、土製品、石器、石果類実測図
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第2表　出土金属器観察表
（法量cm・g）

番 号 出 土 地 点 器 種 材　 質 長　 さ 直　 径 重　 さ 遺 存 状 態 備　 考

1 1 区 銭 貨 銅 厚 さ 0 ．1 2 ．4 2 ．0 完 形 元 豊 通 宝　 北 宋 銭

2 3 区 銭 貨 銅 厚 さ 0 ．1 2 ．3 1 ．7 完 形 元 豊 通 宝　 北 宋 銭

3 3 区 煙 管
雁 首 ・吸 ロ ー 銅

1 8 ．2 1．0
雁 首 － 7 ．5　－

完 形
雁 首 一 拍 返 し が 大 き く 湾 曲 す る 河 骨 形

ラ ウ ＿一 竹 吸 ロ ー 3 ．7 銅 板 材 を 曲 げ て 細 い 筒 状 と す る 。

4 2 区 煙 管
雁 首 ・吸 ロ ー 銅

ラ ウ ー 竹
（8 ．7 ） 1．1 5 吸 ロ ー 7 ．0 雁 首 な し

銅 板 材 を 細 い 筒 状 に 丸 め る 。

内 部 に 竹 残 存

5 3 区 煙 管
雁 首 ・吸 ロ ー 銅

ラ ウ ー 竹
（5 ．8 ） 0 ．9 5 吸 ロ ー 4 ．3 雁 首 な し

銅 板 材 を 細 い 筒 状 に 丸 め る 。

内 部 に 竹 残 存

6 1 区 刀 子 鉄 1 1．4
厚 さ 2 ．1

幅 0 ．7 2 3 ．0 一 部 欠 損

7 3 区 コ マ 鉄 高 さ 1．6 3 ．4 1 5 ．4 ほ ぼ 完 形

第3表　出土土製品観察表

遺存状態 成形・調整
一部欠損 10YR6／4（にぷい黄橙） ナデ　孔径0．4

第4表　出土石器観察表
（法量cm）

遺存状態 成形・調整
ほぼ完形 5YR6／8（橙） 頁岩？小型　使用頻度高い

第5表　出土石果類観察表
（法量cm・g）

番　 号 ．出 土 地 点 種　 類 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 備　 考

1 1 区 植 物 の 核 2 ．2 1 ．7 1 ．4 2 ．0 モ モ 核

2 1 区 植 物 の 核 2 ．2 1 ．8 1 ．6 2 ．0 モ モ 核

3 1 区 植 物 の 核 2 ．5 1 ．8 1 ．6 3 ．0 モ モ 核

4 1 区 植 物 の 核 2 ．4 2 ．3 1 ．8 4 ．0 モ モ 核

5 1 区 植 物 の 核 2 ．3 1 ．6 1 ．4 2 ．0 モ モ 核

6 2 区 植 物 の 核 2 ．8 2 ．0 1 ．6 3 ．0 モ モ 核

7 2 区 植 物 の 核 3 ．0 2 ．2 （1 ．1 ） 3 ．0 モ モ 核　 一 部 欠 損

8 2 区 植 物 の 核 2 ．5 1 ．7 1 ．4 2 ．0 モ モ 核

9 2 区 植 物 の 核 2 ．4 1 ．8 1 ．4 2 ．0 モ モ 核

1 0 2 区 植 物 の 核 2 ．7 1 ．8 1 ．4 3 ．0 モ モ 核

1 1 2 区 植 物 の 核 2 ．3 1 ．9 1 ．6 3 ．0 モ モ 核

1 2 2 区 植 物 の 核 2 ．5 2 ．6 1 ．8 3 ．0 モ モ 核

1 3 3 区 植 物 の 核 2 ．9 2 ．1 1 ．5 4 ．0 モ モ 核

1 4 3 区 植 物 の 核 2 ．8 1 ．5 1 ．5 3 ．0 モ モ 核

1 5 3 区 植 物 の 核 2 ．2 1 ．9 1 ．5 3 ．0 モ モ 核

1 6 3 区 植 物 の 核 3 ．0 2 ．1 1 ．4 3 ．0 モ モ 核

1 7 4 区 植 物 の 核 2 ．7 1 ．9 1 ．6 2 ．0 モ モ 核

1 8 4 区 植 物 の 核 2 ．6 1 ．8 1 ．4 2 ．0 モ モ 核

1 9 4 区 植 物 の 核 3 ．3 2 ．3 2 ．8 5 ．0 モ モ 核

2 0 4 区 植 物 の 核 3 ．1 2 ．9 （1 ．4 ） 2 ．0 オ ニ ク ル ミ 核　 一 部 欠 損

5　木器（第13～23図、写真図版4～7）

今回出土したあり木器は、1号水路状遺構を構成する杭（1～57）が主体であり、その他半円形の桶

底の一部と思われるもの（58）、用途不明な薄く加工が施された斎串？（59）、線を弧状に加工を施した

用途不明な板状木器（60・61）、樽栓（62）等がみられた。

1号水路状遺構に用いられた杭は、過去の調査においても最も数量が多く出土しており、今回のよう

に水路構築材や水田区画に関わる畦畦部・土手部の補強材としての役割を果たしている。特に、中世末

～近世初頭期の遺構に多用される杭の樹種は、圧倒的にサワラの割合が高く、今回もその傾向が顕著に

表れていた。杭の選定は、柾目の割材による角材と板材が主体を占め、数点のみ枝部を用いた丸木材

（42、46）も含まれる。割材は、表皮を除去した丸田材を放射状にみかん割りを行い、小口が三角形を

呈する小割された素材を更に木目に沿って薄く割ることで、断面が台形を呈する角材や板材を作出して

いる。先端の加工は、材の側線を主に錠か斧のような鉄製の鋭利な刃物を使用して、杭の軸に対して比

較的浅い角度から数回の打撃を加えて削り、鋭角さを作出している。また、2号水路状遺構においては、

杭の素材がクリ・マツ等の丸木材へとその主体が変わり、サワラ材はあまり用いられなくなる傾向が伺

われる。
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第21図　出土木器実測図9
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第6表　出土木器観察表
（法量cm・g）

番 号 出 土 地 点 器　 種 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 量 小 口 形 状 備　 考

1 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 8 ．2 ） ・ （4 ．5 ） （2 ．0 ） （1 5 3 ．0 ） か ま ぼ こ 判 割　 材 質 不 明

2 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 5 ．0 ） （3 ．6 ） （3 ．8 ） （1 8 8 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

3 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 5 ．1 ） （3 ．0 ） （4 ．1） （2 9 6 ．0 ） 台 形
打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

表 皮 側 に 削 り痕 3 ヶ 所 有 り

4 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 7 ．7 ） （3 ．7 ） （2 ．4 ） （1 6 1 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

5 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 6 ．9 ） （4 ．1 ） （5 ．4 ） （4 0 1 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

6 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 4 ．0 ） （1 ．8） （3 ．5 ） （6 0 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 材 質 不 明

7 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 2 ．3 ） （5 ．4 ） （2 ．0 ） （2 5 4 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

8 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 5．2 ） （4 ．4 ） （2 ．6 ） （1 4 9 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

9 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （2 8 ．1 ） （2 ．2 ） （5．0 ） （2 0 5 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

1 0 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （5 3 ．8 ） （6 ．3） （4 ．0 ） （7 5 4 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

1 1 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （5 4 ．4 ） （4 ．5） （3 ．7 ） （5 1 0 ．0 ） 方 形
打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

頭 部 欠 損　 板 目

1 2 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 2 ．5 ） （4 ．4 ） （3 ．5 ） （2 9 4 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

1 3 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 6 ．7 ） （3 ．7） （3 ．9 ） （3 1 7 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

1 4 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 3 ．5 ） （3 ．5） （3 ．1 ） （2 3 3 ．0 ） 台 形 1 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

1 5 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 7 ．0 ） （4 ．9 ） （4 ．0 ） （4 5 4 ．0 ） 三 角 形
打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 材 質 不 明

先 端 部 焼 成

1 6 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （2 6 ．0 ） （3 ．3 ） （4 ．0 ） （1 9 1．0 ） 台 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

1 7 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 8 ．1 ） （5 ．2 ） （5 ．4 ） （6 4 9 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

1 8 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 8 ．7 ） （3 ．3 ） （2 ．2 ） （2 0 2 ．0 ） 台 形
打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

部 分 的 に 炭 化

1 9 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 5 ．7 ） （4 ．8 ） （2 ．4 ） （2 3 2 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

2 0 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 6 ．4 ） （4 ．0 9 （3 ．8 ） （9 4 ．0 ） か ま ぼ こ 判 割　 材 質 不 明　 先 端 部 炭 化

2 1 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 5 ．3 ） （4 ．0 ） （3 ．0 ） （3 5 5 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 板 目

2 2 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 5 ．7 ） （5 ．1） （4 ．4 ） （3 1 7 ．0 ） 方 形
打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

板 材 の 半 端 物 か ？

2 3 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 2 ．3 ） （1 ．2 ）・ （4 ．8 ） （1 5 5 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

2 4 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （3 5 ．8 ） （4 ．1） （5 ．1 ） （1 3 1．0 ） 不 整 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

2 5 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 1．6 ） （4 ．1） （2 ．2 ） （2 1 7 ．0 ） 長 方 形 板 状

2 6 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 0 ．3 ） （5 ．2 ） （3 ．5 ） （3 4 2 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

2 7 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 2 ．5 ） （4 ．4 ） （3 ．5 ） （2 9 4 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

2 8 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 7 ．8 ） （5 ．4 ） （3 ．5 ） （2 6 1．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

2 9 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （5 3 ．8 ） （6 ．3 ） （4 ．0 ） （7 5 4 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

3 0 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （3 3 ．9 ） （7 ．0 ） （1 ．9 ） （2 0 5 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

3 1 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （3 0 ．1 ） （5 ．2 ） （3 ．0 ） （2 6 7 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 柾 目

3 2 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （2 7 ．9 ） （2 ．8 ） （3 ．1 ） （7 1 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

3 3 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 1 ．2 ） （4 ．9 ） （3 ．0 ） （3 5 1 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

3 4 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 2 ．0 ） （2 ．8 ） （3 ．1 ） （1 6 8 ．0 ） 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 板 目

3 5 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 0 ．8 ） （3 ．3 ） （3 ．6 ） （2 3 5 ．0 ） 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 板 目

3 6 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （2 1 ．1 ） （3 ．7 ） （2 ．6 ） （9 0 ．0 ） 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

3 7 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 8 ．3 ） （5 ．0 ） （3 ．0 ） （3 4 8 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

3 8 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （2 9 ．3 ） （4 ．2 ） （3 ．2 ） （2 0 7 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 板 目

3 9 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （6 6 ．5 ） （6 ．0 ） （5 ．5 ） （9 1 0 ．0 ） 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 板 目

4 0 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （5 2 ．6 ） （5 ．3 ） （2 ．2 ） （4 7 4 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 柾 目

4 1 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 5 ．1 ） （6 ．0 ） （4 ．0 ） （3 5 7 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

4 2 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 （4 3 ．2 ） （3 ．0 ） （2 ．9 ） （2 1 9 ．0 ） 円 形 丸 木　 材 質 不 明

4 3 1 区 3 ト レ ン チ 木 杭 4 0 ．6 3 ．0 4 ．6 3 4 4 ．0 方 形
打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 柾 目

上 下 削 っ て あ る

4 4 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （4 0 ．2 ） （6 ．3 ） （3 ．1 ） （4 5 9 ．1 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

4 5 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （3 9 ．0 ） （3 ．9 ） （3 ．7 ） （2 8 1 ．0 ） 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 板 目

4 6 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （3 7 ．7 ） （3 ．9 ） （3 ．6 ） （2 3 6 ．0 ） 円 形 丸 木　 サ ワ ラ

4 7 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （2 9 ．4 ） （5 ．6 ） （2 ．9 ） （2 3 7 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 板 目

4 8 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （3 3 ．7 ） （3 ．9 ） （2 ．5 ） （2 0 5 ．0 ） 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 柾 目

4 9 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （3 0 ．1） （1．3 ） （6 ．7 ） （1 3 1 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 柾 目

5 0 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （5 9 ．3 ） （4 ．7 ） （3 ．9 ） （4 6 4 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 ク リ ？

5 1 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （4 6 ．3 ） （4 ．4 ） （4 ．8 ） （4 2 9 ．0 ） 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

5 2 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （5 3 ．9 ） （5 ．2 ） （5 ．8 ） （8 8 5 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

5 3 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （2 3 ．9 ） （4 ．9 ） （2 ．1） （1 4 3 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 柾 目

5 4 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （4 6 ．3 ） （4 ．4 ） （4 ．8 ） （4 2 9 ．0 ） 台 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 材 質 不 明

5 5 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （2 5 ．7 ） （6 ．0 ） （2 ．7 ） （2 0 3 ．0 ） 長 方 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ　 柾 目

5 6 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （6 4 ．6 ） （6 ．3 ） （4 ．5 ） （8 2 9 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

5 7 1 区 1 ト レ ン チ 木 杭 （5 5 ．8 ） （5 ．1 ） （4 ．4 ） （5 5 4 ．0 ） 三 角 形 打 ち 割 り 法 に よ る み か ん 割 り 製 材　 サ ワ ラ

5 8 4 区 桶 底 板 （2 2 ．8 ） （1 1 ．2 ） （0 ．8 ） （1 1 4 ．0 ） 長 方 形 2 箇 所 、 穿 穴

5 9 2 区 斎 串 ？ （3 4 ．3 ） （2 ．5 ） （1 ．1 ） （6 6 ．0 ） 長 方 形 金 属 器 に よ る 調 整 痕

6 0 1 区 3 ト レ ン チ 板 状 木 器 （1 2 ．5 ） （4 ．8 ） （0 ．5 ） （1 4 ．0 ） 長 方 形 サ ワ ラ

6 1 1 区 3 ト レ ン チ 板 状 木 器 （2 0 ．5 ） （7 ．2 ） （0 ．5 ） （3 4 ．0 ） 長 方 形 サ ワ ラ

6 2 2 区 樽 栓 4 ．4 3 ．0 3 ．0 （1 4 ．5 ） 不 明 材 質 不 明

※木杭の重量は、含水した値である。また法量についてはすべて最大値である。
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第Ⅴ幸　総　　括
1調査の成果と課題（杭を多用する水路について）

今回検出した杭を多用して構築する水路状遺構は、他に平成4年度実施の第8次調査と、同年に南箕

輪村教育委員会実施の遺跡南部に当る久保下地区での検出事例がある。特に前者は、その規模や構造等

の特徴に類似点が多いことを第、章でも触れており、また今回の調査地から北方200m程の比較的近く

であることから、当初より1条の同じ水路ではないかと疑っていた。その答えは、昭和29年に作成され

た「箕輪遺跡平面図」（第24図）に記されていた。原図には、耕地整理以前の水田区画・水路・道路の

様子が記され、それに出土した杭列や遣物の位置が落とされている。図に当該調査範囲と第8次調査範

囲を重ねてみると、杭列を伴う水路の記載位置と、それぞれの両遺構検出位置がほぼ一致しており、や

はり同じ1条の水路であることが判明した。また、水路の路線は、検出した水路が洪水で埋没し機能を

果さなくなった後も改修を繰り返され、耕地整理以前まで変わっていなかったことも判った。このこと

は、1号水路状遺構の上部に重なる2号水路状遺構の検出により裏付けられた。

次に、遺構の構造と年代について若干触れておきたい。本遺跡は、杭を多用した水田址及び関連遺構

を有する特異な性格がある。本遺構のように杭を密に打ち込んで構築することが、あくまでも路線を固

定し流路を安定させるため、その路肩の強化を図る土留めの役割だけであるのであろうか。密に打ち込

まれた杭の集合体そのものが面を形成し、護岸の役割を果していたのではなかろうか。しかし、サワラ

を主とする特定の木材を使用することは、それが構築された時代の社会情勢が関係していると思われる。

それは、サワラ割材杭の使用の構築物は、これまでの調査と研究の成果から、ほぼ中世末から近世初頭

段階における大規模な土木工事により成立した可能性が浮上してきた。今回同様に、杭を多用する水田

及び関連遺構については、長野県埋蔵文化財センターが実施した国道153号線伊那バイパス関連の発掘

調査においても数例を検出している。その調査報告の中で、中世以後の割材杭使用に関する解釈として、

当時の伊那谷特産物で、当町でも江戸時代初期の年貢の一つであった「樽木（くれき）」と杭の関係に

ついて着目している。樽木は、建具や屋根板材を作る原材料で、その主たる原木がサワラであり、制作

方法が杭の製作方法とほぼ一致する。その生産過程で排出された規格外の廃材利用ではないかと示唆し

ている。また、その年代については、『樽木代米御訴訟に付代官様より御勘定江御書上之写』（1699　大

出区所有）の記述の中に、「小笠原兵部少輔知行の時（1601～1613）箕輪領28か村が樽木材を伐採し

て現物で収めていたが、樽木材を伐りつくした他の理由で、脇坂淡路守支配の時に訴願して、寛永18年

（1641）に代米納になった。」とあり、杭の生産される契機は樽木生産に関連していること。少なくとも

代米納となる1641年以前ではないかと推考している。

なお、戦後の大規模な耕地区画整理が行われるごく近年まで、近隣の水田には杭を使用した、その基

部が露出し水流にさらされていた水路が稼動していた。水田経営に対する杭の使用は、本地域ではごく

あたりまえに代々伝統的に受け継がれてきてきたのであろう。

2　おわUに

末筆になりましたが、調査の進行並びに本報告書の作成に際しまして、ご指導ご協力をいただいた各

関係者の方々をはじめ、文化財保護に多大なご理解とご協力を賜わりました株式会社しまむら様に、本

書の刊行を持ちまして厚く御礼申し上げます。
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第24図　箕輪遺跡平面図（昭和29年度調整）
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箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

南箕輪村教育委員会

町内一箕輪遺跡－

1986　「ふるさと地理史国　伊那谷」

「歴史の道調査報告書ⅩⅩⅩ天竜川」復刊者（社）長野県文化協会

1988『長野県史考古資料編　全1巻（4）遺構・遣物』

195　5

1992

1999

2001

1976

1954

197　5

1976

1980

1981

1982

1982

198　3

1986

1991

1991

1991

1993

1997

2001

2002

200　5

1993

「長野県上伊那郡箕輪遺跡について」『信濃第7巻2号』信濃郷土研

究会

「伊那谷における活動的中央低地帯について」『研究紀要第3号－

1992－』飯田市美術博物館

「伊那谷の地形面の編年と気候変動及び地盤運動との関連」『研究

紀要第9号－1999－』飯田市美術博物館

「南アルプス北部、三峰川沿いの更新世後半（海洋酸素同位体ス

テージ6以降）の造地形史」『研究紀要第11号－2001－』飯田市

美術博物館

「箕輪町史　自然編現代編」「箕輪町史歴史編」

「第2回箕輪遺跡中間報告」『箕輪史資料集第3号』

『木下猿楽遺跡』緊急発掘調査報告書

『木下南城遺跡』緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』調査第I集

『上の林遺跡』第1次・第2次緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』調査第Ⅲ集

『上の林遺跡』第3次緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』調査第Ⅳ集

『上の林遺跡』第4次緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』第5次緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』第6次緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』第7次緊急発掘調査報告書

『上の林遺跡』第6次緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』第10次緊急発掘調査報告書

『上ノ平城跡』

『福与城跡』平成12・13年度緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』第14・15次緊急発掘調査報告書

『箕輪遺跡』塩ノ井中田地区

－43－
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出土土器類1（弥生土器1～3，土師器4～8、須恵器9～12、灰粕陶器13～19）
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32　　　　　　　　　33

26

出土土器類2（内耳土器20～25、カワラケ26・27、黒粕天目茶碗28・29、鉄粕碗30、錆粕捨鉢31～34）
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出土土器類3（瀬戸美濃灰粕碗35～42、灰紬皿43～49、志野鉢50）

・　　　・∴

54

出土土器類4（鉄柵灯明皿51～53、鉄紬碗54～57、鉄粕茶壷58、天目茶碗？59）
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鰐

出土金属器（銭貨1・2、煙管3～5、刀子6、コマ7）、石器（砥石1）、土製晶（土錘1）

3　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　5

出土石果類（モモ核1～19、オニグルミ20）

11　　　　　　　　　12
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ふ　 り　が　 な みのわいせき

書　　　　 名 箕輪遺跡

副　 書　 名
平成17年度ファッションセンターしまむら箕輪店新築工事に伴う

埋蔵文化財第17次緊急発掘調査報告書

巻　　　　 次

シ リー ズ 名

シリーズ番号

著　 者　 名 赤松　 茂 ・根橋とし子

編　 集　機　 関 箕輪町教育委員会

所　 在　 地 長野県上伊那郡箕輪町大字中箕輪10，29 1番地　 ㈹T E L O265－79－3111

発 行 年 月　日 2006年3月17日

ふ　 り　が　な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所　 在　 地

コード
北 緯

○　　′　　〝

東 経

○　　′　　　〝
調査期間

調査面積

2m
調査原因

市町村 遺跡番号

みの　　わ　　　い　　せき箕　 輪　遺　 跡
なが　の　けんかみ　い　な　ぐん
長野県上伊那郡 20383 98 350 13 70 200 5．4．11 3，622Id 店舗建設

みの　わ　まちおおあざ
箕輪町大字三 日

町893番地1他

53′

26〝

59′

37〝
～

20 05．8．5

工　　 事

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

箕　 輪　遺　 跡 水田址 中世～近世 水田面 木器 本遺跡第14 ・15次

近世～近代 水路状遺構 ＿ 土師器 緊急発掘調査にお

竪穴状遺構 須恵器 いて検出した、水

農耕関連遺構 陶 ・磁器 路状遺構の継続状

溝状遺構 金属器

石異類（モモ ・クル

ミ）

況を確認できた。

第8次調査で検出し

た同遺構 との関連

性も想定される。
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